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(1)

det(λI − A) = (λ − 3)(λ + 1)

よって固有値は λ1 = 3, λ2 = −1
固有ベクトル x1, x2 は

(λ1I − A)x1 =

(
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)
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(λ2I − A)x2 =

(
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6 6

)(
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)
= O

x1 =

(
5
−3

)
, x2 =

(
1
−1

)

(2)

P = (x1x2) =

(
5 1
−3 −1

)

とすると

P−1 =
1
−2

(
−1 −1
3 5

)
であり、対角化行列は

B = P−1AP =

(
3 0
0 −1

)

(3)

vn =

(
an

bn

)

とすると

vn = Avn−1

であることから

vn = Anv0

ここで An = P−1BnP であることを用いて

vn = P−1BnPv0 =

(
5 · 3n − 3 · (−1)n

−3 · 3n + 3 · (−1)n

)

(4)

x = r cos θ, y = r sin θ の曲座標変換を行うことに

より

lim
r→0

f(x, y) = sin θ cos θ

これは θによってとる値が異なるから、f(x, y)は原
点において連続でない。

しかし θ = 0, π
2 , π, 3

2πのときに限っては

lim
r→0

f(x, y) = 0

となり連続である。つまり x軸沿い、および y軸沿い

について連続であり、両軸に沿った偏微分が存在し

fx(x, y) =

{
y(x2+y2)−xy(2x)

(x2+y2)2 (y 6= 0)

0 (y = 0)

fy(x, y) =

{
x(x2+y2)−xy(2y)

(x2+y2)2 (x 6= 0)

0 (x = 0)

となる。

(5)

(a)

∫
1

x2(x + 1)
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− log |x| + log |x + 1| + C

(b)

t = tan x
2 とおくと

cos x = 2 cos2
x

2
− 1

= 2
1

t2 + 1
− 1

=
1 − t2

1 + t2

2 tan−1 t = xであることから

2
t2 + 1

dt = dx



∫
1

cos3 x
dx =

∫
(1 + t2)3

(1 − t2)3
· 2
t2 + 1

dt
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